





































































































































































































































































































語 彙 うに, ヨ 文 末 その他 発 音
上級 看 (5名) 303 4 9 24
1トビ
ー
ツク1当|りの1誤1丼 191471 2125 3181 225 10,13 01218‐ 0,75
誤 用 比 率 1000/O 238% 403% 238% 13% 30% 79%
中 級 者 (10名) 1092 50 103




「 100% 245% 348% 237% 46% 30% 94%
計 1395 502
冨呉 ナ判 上ヒΣ← 1000/・ 243% 360% 237% 3900 30% 91%
―-76-―
「発音」が9.4パーセント、「その他」が3.0パーセント、     48誤用 (上級:11 中級:37)
「文末」が4.6パーセントであった。            2)可能形 (8.5%)         10人
以上、誤用数の集計結果から分かつたことは、       43誤用 (上級:1 中級:42)
(1)「上級」学習者の誤用数は全ての項目で、「中級」 3)引用表現 (主に「～と思います」)(7.9%)11人
学習者に比べて明らかに少ないことである。それは比    40誤用 (上級:6 中級 :34)
較的習得しやすい「文末」表現において最も顕著であり、  4)イ形ー容詞の過去形 (6.3%)    10人
また、個人的な差が大きいと考えられる発音誤用も、     32誤用 (上級:8 中級 :24)
「上級」学習者では「中級」学習者に比べて大きく改善  5)名詞に接続するナ 形ー容詞 (4.9%) 11人
されていることが分かる。                  25誤用 (上級:3 中級:22)
(2)誤用率を見てみると、「上級」学習者の「文法」  6)他動詞を自動詞とした (4:9%)  11人
誤用率が他の項目に比べて際立っている。「語彙」と    25誤用 (上級:4 中級 :21)
「助詞」の誤用は同数、同率であつたが、「文法」はその  7)受け身形:(4.3%)       11人
1.7倍の誤用があつた。このことは、「上級」学習者    22誤用 (上級:9 中級:13)
(日本語能力試験「聴解」2級合格レベィレ)とは言え、  8)動詞のた形にすべきところを辞書形にした
会話で用いられる基礎的な「文法」にまだ問題点が残つ    (3.3%)8人 17誤用  (上級:4 中級:13)
ていることを示している。               9)「いる/ある」(3.3%)      9人
次に誤用の種類を見る。                  17誤用 (上級:3 中級:14)
10)「こJそ。あ」(3.1%)       7人
3-2 誤用の種類と誤用数および誤用人数 (15人中)     16誤用 (上級:6 中級:10)    .
3-2-1「語彙」                    3-2-3 「助詞」
語彙の誤用は15種類あつたが、次の6種類の誤用総   助詞の誤用は47種類があつたが、次の7種類が全
数は全「語彙」誤用の85パーセントを占めている。   「助詞」誤用の50%を占めている。
1)英語語彙の代用 (26.5%)    12人  1)「の」以外の助詞の欠落 (10.5%) 13人
90誤用 (上級:17誤用 中級:"誤翔)          昴誤用 (上級:5 中級:30)
2)間違った名詞使用 (24.4%)    14人   2)「の」の欠落 (9.3%)       8人
83誤用 (上級:17 中級:66)              31誤用 (上級:2 中級 :29)
3)間違った動詞使用 (17.9%)   14人  3)「の」の過剰使用 (イー 形容詞+名詞)(6.9%)
61誤用 (上級:13 中級:48)             7人23誤用 (上級:2 中級:21)
4)間違った副詞使用 (6.7%)    11人  、 4)「が」とすべきところに「を」使用 :(6.9%)7人
23誤用 (上級:3 中級:20)               23誤用 (上級:0中級:23)
5)語の欠落 (5%):8人 17誤用 (上級:2 中級:15) 5)「を」とすべきところに「が」使用 (6.0%)12人
6)間違ったイ 形ー容詞使用 (4.7%)  12人      20誤用 (上級:14 中級:6)
16誤用 (上級:3 中級:13)            6)「に」とすべきところに で」使用(6.0%)10人
20誤用 (上級:4 中級:16)
3-2-2「文法」                    7)「で」とすべきところに に」使用(4.2%) 7人
文法の誤用は67種類あったが、次の10種類の誤用    14誤用 (上級:5 中級:9)
総数は全「文法」誤用数の56.7%を占めている。






通体」使用 :(36.5%)8人 19誤用 (上級:5
中級:14)
2)「です」にすべきところに「ます」使用またはそ
の逆 (27.4%)8人 14誤用 (上級:4 中級:10)
3)「です 。ます」の過去形にすべきところに現在形を




1)長音が短い (25.1%)       9人
32誤用 (上級:7 中級:25)
2)その他の発音誤用 (18.8%)    7人
24誤用 (上級:3 中級:21)















































誤 用 合 計 冨呉 用 種  男||
NoレベノL 誤用郵 自己IT正自己訂正 語彙 文法 助詞 文末 その他 発晋






















































































































































合  計 26[ 225100 40
自己訂正比率 305% 444% 268, 425% 259" 263勁















































































2)ている:8人 25誤用 ←2訂正 (8.0%)







つ 受け身形 :7人 12誤用←2訂正 (33.3%)
の 動詞のて 。た形 :6人 12誤用←3訂正(25.0%)
9)イー形容詞の過去形 :5人
12誤用 ←1訂正 (8.3%)










の`「の」の欠落 :7人 11誤用←0訂正 (0%)
5)「に」とすべきところに「が」使用 :6人
10誤用← 3訂正 (30.0%)
6)「の」の過剰使用 :4人 9誤用← 1訂正(11.1%)
以上の6種類が全「助詞」誤用の45.6%を占めている。




使用 :4人 11誤用←4訂正 (36.3%)
2種類が全「文末」誤用の70パーセントを占めている。
3-4-1-5「発音」
1)長音が短い :5人 19誤用←5訂正 (26.5%)
2)その他の発音の誤用 :7人
.18誤用←4訂正 (22.2%)
3)撥音「ん」の欠落 :4人 12誤用←鯖丁正 (0%)
4)「濁音」にすべきところに「清音」:4人
10誤用←5訂正 (50%)
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